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1。 は じめ に

　一 般 にプ ダク写本 （F）は現存の 他 の 写本版本 に はな い 独 自の 読み を示す こ とが

しば しばあ り， また 古形 を保持する ともい われ 重要視 され る が，Bhavasamkrantisatra

（BhSS ）に 関 して も例外 で は ない ． プ ダ ク本の 読み は他本の チベ ッ ト訳 と大 きく異

なる 個所が い くつ か あ るだ けで な く， 近年校訂本が 出版 され たサ ン ス ク リ ッ トと

も異 な る 点が い くつ か あ る． 本稿 で は こ れ ら 3者を比較 し， プダク本が 古い 翻訳

なの か ， さ らに は オ リジナ ル に近い 読 みを伝えて い る の か ど うか検証 した い ．

BhSS は大乗経典 とい われ，中観派 ， 唯識派 い ずれ の 学派 に よ っ て も経証 と して

引用 され る ，比 較的短い 経典 で ある ． 散文部分 と偈頌部分 とか らな り，前者で は

タイ トル どお り，輪廻的生存 にお ける行為の 連続性に つ い て 説か れ ， 後者 で は こ

とば な どの 観点か ら空 の 思想 が説か れ る ．本経 と同名 の Bhavasat2ikrdinti（BhS） と

い う， Nag5rj　una に帰せ られ る 論書が あ るが ，　 BhSS の 偈頌部分 は こ の BhS 第 12−

18 偈 と
一

致す る． この 偈頌 部分 に 関 して は， BhS で はな く BhSS か ら として 引用

す る典籍が多 く， 本経典 の ほ うが よ り知名度が高 く， 広 く流行 して い た様子が う

かが える．両者 の 関係 に つ い て は拙稿 で 触れ た こ とが あ るが ， 成立 年代 に 関 して

はそ の 前後 関係 を含 め確 定に はい た っ て お らず，BhS を取 り込 んで 現行の BhSS が

350年 頃成立 した， とい う仮説の もとに研究が 進め られて い る 1）．

2． テ キ ス ト

　劭 ∬ の テ キ ス トには近年校訂本の 出版 され たサ ン ス ク リッ トと，チ ベ ッ ト訳が

2 種 漢訳が 3 本存在す る．チベ ッ ト訳 で は， 次 に示す 9本 （Tib．1）で は奥書 きに

Jinamitraと DanaSilaと Ye　Ses　sde の 共訳
2） とある の に対 し ， プ ダ ク本で は翻訳者

名が記 され ず， テ キス ト自体 に も他 9 本 とは異 なる 点が多 くあ る．
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〈サ ン ス ク リ ッ ト＞ VinTta（2010）pp．414 −447．

〈チ ベ ッ ト訳＞Tib．1：Shcr　dkar（L），　Peking（P），　Cone （C），　Tog　palace（S），
　Derge （D ），

　Narthang

　（N ），
Tokyo （T），　Urga （U），　IHa　sa （H）；Tib．2：Phug　brag（F），

〈漢訳 〉『仏 説大方等修多羅王経』（菩提流支訳，大正 575）， 『仏説転有経』 （仏陀扇多訳，

　大正 576），『仏説大乗流転諸有経』（義浄訳 ，大 正 577），

〈本経 を引用する典籍〉 （すべ て 先行研 究に言 及 あ り）

（散文部分 ）：Madhyamakdivatjr αbhasya　by　Candrakrrti（ca ．600−650），
　Skt．（澀 ％ 乃）

3 ）．　 Tib．

　（？t匹4　VbhT）
4）

；Prasannapada
−
　by　CandrakTrti，　Skt．（PP ）

5）；Prqノ噸ρro ゆ α ∫羸 by　Avalokitavrata

　（ca ．700），
　Tib．　6）；♂∫細δ5ロ〃2〃cc の

・α by菖蝕 tideva（ca．685−763），
　Skt，（踟 ）

7）；『因縁心釈論開決

　記』by法成 ？ （9 世紀前半），大IE　2816 （開）8）；βo議 どδασ 跏 α娵 ¢ ρα勉 緬 by　P画齬 karamati

　（11 世紀），Skt．（B （］P）
9）；　Catuhstava−sam δsa

’
rtha 　by　Amlt蚕kara（13世 紀 ？），　Skt．（CSS）

10）．

（偈頌部分 ）：Bodhisattvabhtimi
，
　Skt．（karika（k．）2 の 引用 ）； VyaJkhydyukti　by　Vasubandhu

，

Tib．（k．1
，
2

，
3）；A

’
Tyaghanai ｛ptiha−ndma −mahdyanastitra ，　Tib，漢 訳 （k．2，

1）：π脚 ρ吻 緬 一

ρδ槻 吻 蛎 ∫α 〃29 厂α加 緬 厂’緬 一vivarana 　by　Triratnadasa（ca ．・480 −540），
　Tib

，
漢訳 （k 　2

，
3

，
1）1D ；

　騒 r切幣δ1δ by　Bh 蕊viveka （ca ，490−570），　Skt．，　Tib．（k．2）；Prφ海勿 roゆ α by　Bh 浸viveka
，
　Tib．（k．

7，7，6，2）；Prasannapadj 　by　Candrakirti（ca ．600− 650），
　Skt．（k．7，

6）；」Pr4ノ痺ゆ rαゆ 01跳々 by

Avalokitavrata（ca．700），　Tib．（k．5，7）；SikSaJsamuccaya　by　Santideva（ca ，685−763），
　Skt．（k，3）；

　Tattvasapagraha一ρafiJ
’
ika
’
by　Kamala 忌ila（ca ．740− 795），　Skt．（k．2）；Abhisam のy l々amkdira

−
loka　by

Hadbhadra （ca ．800），
　Skt．（k．1）；Sugatamatavibhafigabh晦sya　by　JitEri（10− 11 世紀），　Tib．（k，2），

3． プ ダ ク本 と他本 ， サ ン ス ク リ ッ トとの 相違

　次の 表はサ ン ス ク リ ッ トと 2 種の チ ベ ッ ト訳 との 違 い を比 較 した もの で あ る．

注記 12）に は 3 本の 漢訳 と引用典籍の 読み も挙 げた ．（表中の ア ミか け個所は 他 2 者 と

は異な るテキス トを示す．注記中の ＊は筆者に よる訂正 文字．）

　 こ れ らの うち，b と d で は Tib．2 （F）の み が異 なるが ， こ れ らは漢訳 3 本 に支持

され る． 漢訳 は 6 世紀前半 ない し 7 世紀初め の もの で ある． 漢訳の うち特 に大正

577 は F との
一

致 をみ せ （a ，
b

，
d，　e，g，　i．o，　q ；特 に a，j，n，　q），テ キ ス トは全 同で はな い

もの の
，
F が大正 577 を参照 した可 能性は否定で きない ． また，　p で は F は ＊ sarva 一

で あるが ， 正 し くは Skt．や Tib」 の tattva一で あ る ． こ れ は F の 誤訳 が後 に訂正 さ

れ た例 とい え るの で は なか ろ うか． 同様の 例が r で あ る ． Skt，で
‘idam　avocad

bhagav五n 　l甜 ama 顛 r司am 五gadhab ．．．
’
とあ る 個所 の atta皿 ana が ，　F で は 2 重 に 訳 さ

れ て い る． こ れ は， まず attamanaが 直前 の 文 に かかる もの と して
‘dges　Sin’ と訳

され， その 後訂正 され て
‘yid　rafi　te’

と次 の 文に置か れた が ， 誤訳の 前者が そ の ま

ま残 され た 結果， 2 重 の 翻訳 に な っ た と推測 で きる ． Tib．1 で は
‘

yid　ra血 te’

の み

で ，F の 読 み が さ らに訂正 され た もの と考 える こ と もで きる． こ れ らか らは ，
　 F
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Skt （Vinit巨（2010）） Tib．1 （L ，
　P

，
　C

，
　S

，
　D

，
　N

，
　T

，
　U

，
　H ） Tib．2 （F）

abra   a −caryarp （p．416．4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

樋 §
・幽 酔岬 ：漁 ∴罷露；：：：、匸

（獅i昨・鱒 呻 噸 a：d
轡輒 ：；1

瞬躑 恥戯 h今：d伽 臘 ・・）・ 〔＼ ゴi
』
∴

tshahs　par　spyod 　pa　l

bmahat 巨r勾a−r亘ddhya　mahata

r磊janubhavena（p．416，6−7）

rgyal　po
’i’byor　ba　chen 　po　da血l

rgyal 　po
’i　mthu 　chen 　pos 鰯 ∴寵 ＼　　　　　　　　　　「 肖 ヒ匸

Ckalandaka −niv 蕊so （P．416．7−

8）

　　　　　　　　　　　　　　　　尸 げヒ
伽 ：… 　 ．・ピ

「；
：　 　 ： 三晶

∴∴ ・・
，
・　　「げ1 ゴ尸 早 匸

2 「1　 … ゴ・ べ ・’ 事「』一
　
冒、・　　 ，尸

  ，　 　
ゴ1

　　 　 ・11
： ・匸ジ　 ゴ ．1 ，　 尸　　　　　　　　　匸 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匸匸

ka　lan
’
da

’ka　gnas　pa

dmanasah （p．418．2−3） yid　la 、6血
， q ご 罵 ：∴辷、磐：・：

eyab 　svapn 盒ntare 　bhukt互rp

jana−pada−kaly巨喞 striyam

anUSmaret 　l　tata忌CaSy 百h
pratihar§apam 　l（p．422．6−8）

  嘔 動 紐 、瞬 紗 掴 帥 癖…；ヤ
・：

　 　 　
ヒ1

　
ヒ
　 　 　

’
　 　

1
　 　 　 　

1
　
げ
　 　 　 　 　 　 ．　 ＼　 づ　 ・肖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

加ed・b乞鋤 蜘 勇a 嫐 o玖P瞬 爭扇画 卜 ∵、
　
匸匸　　 匸　、　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 匸　　　　 　　　　 肖　　 　　　　 　　　　　 　　　 、、．一．一 「♂一 、、1　 、ヒ尸「ヒヒ  　

・、．∴ く
、・

　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　ヒ　　　　1　」
　 　 　 　 ，　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　 ・　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　 葺　　　匸　　 r・　 、
　 　　 　 　 　　 　 　 　・　 ・　　　　　　 ．　　　　　　　　 f1

「、ひ げ 無 「
「「

「∴ 罎
ゴ
．：1・

、ジ 、．　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尸 」尸
1 』　 一 　

’
　 　 「1 ；・「∵ ：

匸
尸・　 ・

1
：
1
◇ 匸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 匸

gah　g負id　kyis　log　pa
’i

mi 　lam　na 　skye 　bo
bzah　ma 　bud　med 　d諭 1
’

grogs　pa   is　pa　las

dran　par　gyur　pa

fb 訌lo（P。424．1） byis　pa
　　　　　　　　　1「 匸P 　 冖口　　　

「…
　　　 ・・　 　 ∵　

丁匸「　 ご

0血 鹽　　 　 、「　 ・　 ．　 ．　　　1 匸 1 ヒ尸

9 驫 漉蜘 鋤 一；O綴 61吻 一 om ． om ．

habhinivi≦ate 　l　so ’bhinivi§tah
San 皿 anUniyate 　l　anUn 瓧ab

sa皿 句yate　I　sarpraktab （P．

426．2−3）

gzugs　mams 　la　m 血on 　par乏en　te　l
　　■　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
  on 　par　zen 　pa「 g皿 nas ηes　su

chags 　par
，

gyur　ro　ll　Oes　su　chags

nas   n 　tu　chags 　par
’
gyur　ro 　l　I　kun

tu　chags 　nas

尸 ，　　　　　　尸
mh 。級麟 c加顕 脚

諾
：
−

　　　　　1 尸　　　　　　　　　　　　　　尸」
：「，，　 バ、、、，∵

「
・

； L ・1 ・1∴、　　　　　　　　　　　　　　　匸e’
　 、「げ　　 、．： ・

∫　 　 』』・・，　 「　 　 、　 げ ｝ 』　
「
：ρ
尸　尸

』　　 尸　　　　　　　　　
」
　　　

ヒ
　　　　 ヨ　　　　　　　　　　　　「1 肖 ヒ匸

　　 　 　
卩、　 ：

ゴ
　　

ビ
　 ∵

ヒ’
　　　　　

・　　　　　　， 尸
一，・・一 ・　

匸』1 匸
L　 、」，　

尸
二　

・
　　　匸匸　匸尸　　　　　　　肖　　　　　　　　1pr ヒ ，
　　　　 、：＿・・∵L　 〆 　　 　 ・　　　　　　　　　　　　　「 1　」尸　　　　　　　　　　　「

i
　’」 「1尸
、1駐an＆ミi《疹二426；5）

ぼ
∵　一：と　、　iヒ”．、om ， om ．

jta レsabh 蕊gasya　ka  aロab

k串ay 巨c （p．428．4）

de　dah　skal 　ba ’dra　ba’i夏as　zad 　nas ・6m ジ　
ヒ”』 」1

∴、 ．・昌 ・
、　　　　げ

　　　　　　。、「 ． iデ 　 遅

　 1、　，　　 、　　　 　　　　 　　冒　・
　：　

1・　 ，　　 　 ・　 　 け　 　・厂尸、ヒ

k 繊雌磁 垣 ¢ ，：亟 ＄）空
尸「

∵
0皿 ． om ．

1 漁鱒 廊 麺麟 晦 1：：・
　1 ヒ 尸」尸尸厂　　　　　　　　　　　　　「「L
：dね麟 鋤 ｛P毒4爭2，6）：　　　

げ
io　bo　fiid　dah　bral　ba’i　phyir　ro rah 　b之in　gyis　dben

pa
’
1　phyir　ro

m
、然 、3 ”、　 肖ゴ

　
尸
　
」”

　 ｛　 　 n　 ・　 　 　 　 …
晦   確秘 8レ・・馬 ．・

匸1・i
「
亘as　ni 亘as　kyis　stoh ［ las　kya血 las　kyis　stoh 【

n 紬；鋤麟幽掘 飾 細 鋤 ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尸
・、戯 繭 似

い …　 忠 ・・ぐぐ∫ 、磁 細 魎 疆 1』／ 1…・コ
1 「

0 …1贓 黼 恵、嬢 3メ：し1「∵・1、om ． om ．

Ptattva −
（P．442．4） yah　dag 1蜘 s：i晦 ：…諭 脳 ll∴

q 磁瀬 醯6：鼇；鵜絢 望 畏 ・ゴ 皿 idpogs　so dp。g　mi 　nus

r ［巨ttaエnan 窃］（p．446，1） ［yid　ra血s　te］
，，り匸口　　　厂　　　肖　ド　　　　’　　　　　　　　　　　　　　「　・・
：：、噸 §繊 凝4yi鬘灘 剱 i・

S

灘綴蕪爨 …轜；i；om ． om ，

にあ ま り改訂が 加 え られ て い ない 様子が うか が える ． さ らに F に は決定訳語 に な

い 翻訳 もみ られ る．Magadha と 自repya （Srenika）が そ れぞ れ mfiarn 　Uka’

，　 mkhas 　ldan

とされ ，
Tib．1 の ma 　ga　dha，　bzo　sbyafis と異 な る ． また 6 個所 ある janapada−kalyai；T

も， F で は skye 　bo　bzah　po
’i（mo

’i！mo ！ma ）bud　med で あり，　 Tib．1 の yul　gyi　bud　med

bza血po とい う決定訳語 に沿 っ た もの とは異 な る． こ の よ うに ， 誤訳 が 残 っ て い た
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り決定訳語 に ない 翻訳 が あ る とい う点で は， F は決定訳語 に よ る 改訂を うけて い

ない 可 能性 もあ ろ う．

　Skt．に関 して は特殊 な読み が多 く，
　 g ，

　i，　k， 1，
　m ，

　n ，　o はチ ベ ッ ト訳 2 本の み な ら

ず， 漢訳 や 引用典籍の ほ ぼ い ずれ に もない 読みで ある．

　Tib．1 に関 して は，3 者間で 特殊な読み が最 も少 ない とい え， 決定訳語 に よる 改

訂も含め，さまざまな要素 を勘 案 して校訂が 重ね られた翻訳で ある と想定で きる．

4． ま とめ

　以 上，BhSS の 3 本の テ キ ス トと漢訳，引用 テキ ス トとの 比 較 を通 して ， 大蔵経

に伝 わ る 現行本 Tib．1 に は ， さ まざま な訳 文改 訂 が重 ね られ た可 能 性 が 指 摘 で き

る． プ ダ ク本 に は多少 の 誤訳が 認め られ ， Tib．1 の 祖形を示 す よ うな個所が ある．

また 決定訳語 に な い 翻訳 もみ られ る． こ れ らの 点で プ ダク 本は， あま り改訂が な

され て い ない 初期の 翻訳 を保持 して い る とい えよ う． それ が原文 と して オ リジナ

ル に近 い もの か どうか は明言 で きない が ， 現存サ ン ス ク リ ッ トとは異なる テ キス

トで あ り， 大正 577 に近い もの とい える．

1）先行研究 に関 して は ：津 田 （2013 ）p．134．17−20，津田 （2014）p．104，8− 13．その他，

Stramigioli（1937）はチベ ッ ト訳 の 1 写本か らの 転写 を掲載する．こ れ は後述 の Tib．1 と

同 じテ キ ス トで ある ．本稿入手 に 際 して は 林玄海氏 の ご協力 をい た だい た，記 して 感謝

した い ．　　 2）プ トゥ ン仏教史の 目録部 に記載され る本経 は Ye・lies・sde 訳 とあ るの で，

こ の 翻訳 を指 した もの と考 え られ る ．その ほ か デ ン カ ル マ やパ ン タ ン マ に も本経の 記載

が あるが 翻 訳者名は記 され な い ．3 つ の 目録い ずれ で も本経 は 70　910ka と され．い ずれ

も散文部分 と偈頌部分の そ ろ っ た もの で あっ た と推測 で きる ．津 田 （2014）p．108，
　notes

21，22．　　　　3）　Vi血ha （2010）pp．420−434．　　　　4）　de　La　Vall6e　Poussin（1907− 1912）pp．

127．17− 129．17．　　　　5）　de　La　Vall6e　Poussin（1903− 1913）p．137，5− 8．　　　　6）　P　5259，　za

I56r2−4；D3859 ，
　za 　l27v7．　　 7）Bendall（1902）pp．252．3−253，14．　　 8）本書お よび作

者に関 して 1 上 山 （1984）．「故転有経云．業者作已滅壊．…雖然 而業不失 ．」（大正 2816
，

p．1182．b21−29）が tac　co 　karmdbhisa  skgetam ，。，肋 筋 o頗 η〜o v々  アo 顧∫α p々吻 海のo ’θ 1に相当．

VinTta（2010）p．427，　note 　a に指摘が ある も訂正 が必 要．　　　 9）Vaidya（1960）pp．224，20−

225．9．　　　　　10）　（lv2）　sati 　hi　nirodhe 　
「
njgata −bhav6pavartan々d　

“iti　hi　mahj −r凌y
’
a 　earama −

vi
’
fidinam　nirudhyate 　1　prathama−vi 　

’
hanam 　anu ρapatty −amsfikam 　upapadyata

’
　ity−（7dina

−
　／．当 該

フ ォ リオ はこ れ まで 未発見で あ っ た が，近年その 存在が確認 され，現在葉少勇氏や加納

和雄氏 らを中心 に校訂 テ キス トが 準備 されて い る ：Ye 　et 　al．（2013）pp．　36．25−37．23．

11）チ ベ ッ ト訳で は 経典か らの 引用 とす るが ， 漢訳 で は論 書か らの 引用 とする 点 に は注

意が 必 要 で ある ．大正 蔵 で は 「如是 等真実意楽説巳如順 ．有論頌言」（大正 1517
， p．

911，c17 ） とな っ て い る．ちなみ に，こ れを 「如是等真実意楽説已．如順有論頌言」 と読
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み ，引用典籍名を 『順有論』と解す る こ とはで きない か とい うご指摘を，早島慧氏 よ り

い ただ い た．こ の 『仏母般若波羅蜜多円集要義釈論』 （大正 1517）も 『大乗破有論』 も施

護 に よる翻訳 で あるが t 施護は前者 で は本文を偈頌 と して 訳 し，後者で は本文全体 を偈

頌 と して訳 して い ない ．それゆえ施護は両者が同
一

の 典籍であるこ とに気づ い て い なか っ

た可能性 がある ．「有論頌言」 と した場合 は典籍名な しで の 引用 とな る が，「如順有論頌

言」 と読ん だ場合は， 『順 有論』が 『大乗破有論j の 別名で ある Bhavasamcara の 翻訳で

ある 可能性 （津田 （2013 ）p．137．4− 5）を考慮 した方がい い の か もしれない ．　　　 12）

a ）大正 575
，
576：0m ．；大正 577

，
　p．949．c25 ：梵行 （Skt．に

一
致）．　 b）大正 575

，
576

，
577 ：

om ，　c）大正 575，p．　984．el ：迦蘭陀…精舎 ；大正 576，　p．949．a26 ：迦蘭陀…住処 ；大正 577：

om ，　d）大正 575
，
576

，
577：0m ．　e）鈎 ，

　P．252．6−7：yah　svapnantare 　jana−pada−kalyaptm　striyam

anusmaret 　tatha　va 　sdrd ！iarp 　kriditam　abhiniveSet　l；ILMVbh ，
　p．　420 ，

　note 　a．5−6：yab　svapndntare

jana−pada−kalyEpa−striy5 　s巨rdh ＊am 　paricaret
＊
　1　sa　≦ayita −vibuddhas 　t且rp

＊ jana−pada−kalya口ilp＊

stdyam 　anusm 肛 et 　l；翩 防 凪 pp．128．20− 129．2：g曲 mli 　l  即 i　yul　gyi　bud　med 　bzah　mo 　dah

lhan　cig 　spyod 　pa　rmis 　la　1　de　fial　ba　las　sad 　nas 　yul　gyi　bud　med 　bzafi　me 　de　dran　pa
’i；大正 575，

p．　948．c7 −8 ：夢中見綵女 ，与諸人等共相娯楽．覚巳憶念 ；大正 576，p．　949．b6 −7 ：若執夢

中女 ；大正 577
， p．　950．alO ：於彼夢中所見美女．心生憶念恋慕不捨．　D 踟 ，　p．252，11；A，t4　Ubh

P．424 ，
　note 　a ．1；　BCP ，

　P．224．20；PP ，　P．137．5：balo；MA 　VbhT，　P．128．8：　byis　pa ；大正 575
，
　P．

948．。12 ： ［凡夫］；大正 576
， p．949．b9− 10 ：愚 癡 ［凡 夫］；大正 577， p，950．al5 ：愚癡 ［無識

凡人］． g）SikS
，
　AMVbh

，
棚 ％ 凪 βCP

，
　PP

，
大 正 575， 576， 577：0m ．　h）8細 ，

　p．　252．11− 12：

abhinivi 菖et　l　so ’bhinivi§tah　sam ＊anuniyate
，

nunitah 　sarprajyate 　l　sarprakto ；ル醒 ％ 乃
，　P・424 ，　note

a ，3−4： abhiniviSate 　so
’bhinivigate　so

’bhinivi鼻tab　salp ＊
ragam 　utpadayati 　l　cakSuh ；？LL4　VbhT

，
　p．

128．10− 11：mhon 　par　2en　te　l　mhon 　par乏en 　par　gyur　nas 　chags 　pa　skyed 　par　byed　do　ll　chags 　nas ；

BCP ，　p，224．21− 22： abhiniviSate 　l　so
’bhiniviStah　samanuniyate 　I　samanunltah 　s聊 姻 yate　I

sarprakto ；PP ，
　p．137．6−7：abhinivi 蓉ate　I　so ’bhiniv域ab 　sarp＊ragam 　utp2dayati 　1　raktah ；大正 575

，

p，948．c12 −13 ：便生愛著．既生愛著便起欲心．既起欲心 ；大正 576
，p，949，b11− 12 ：即執為

実．以執著故則有繋縛，以 繋縛故則有染著。以染著故 ，；大正 577，p．950．al6 − 17 ：便起執

著．起執著已随生顧恋．生顧 恋已情懐染愛．起染愛故． i）鈎 ，　ltc［4P
’bh，　lt｛L4VbhT，　BCP ， 開 ，

大 正 575
，
576

，
577 ： 0m ．　j）諏 ，

　p．252．16：　 tat−sabhagasya 　ka  aりab 啅 ロa甑 c；謝 隔 ： om ．；

ILL4VbhT，　p．128．16− 17； de　dah　skal 　ba　
’dra　ba’i　las　zad 　nas ；BCP ，　p．224．26； tat−sabhagasya

karmarpah　k鋤 atvat ；開 ：om ．；大正 575
，
　p，948．c18 − 19 ： 自作 之 業必 尽 ；大正 576

，
　p．

949，bl6 ：随業尽処 ：大正 577：0m ．　k）Sks，翩 防 乃，　AMVbhT ，　BCP ，　CSS ， 開 ， 大正 575
，
576

，
577；

om ．1）3細，
　p、253．11− 12： svabh 亘va −virahitatvgt ；M4 　Vbh，　p．434

，　note 　a5 ： prak畧ti−viviktatv 巨t

sarva−dharrn巨nEm ；n，La　VbhT
，
　p．129．12：rafi　biin　dben　pa

’i　phyir　ro ；BCP ，
　p．225．6： svabhava −

virahitatvdt ：開 p．1182．b27 ： 自性寂 故 ：大 正 575
，
　p，948．c26 ：識性離 故 ；大正 576

，
　p．

949．b24 ： 法性相故 ：大正 577
，
　p，950．a29 ： 本性空故．　 m ）謝 ，　p．253．12：karma 　karmapa

6Unyam．　1；協 【聯 ，
　p．　434 ，

　note 　a ．7：k  a　ka  a廊 Onya叩 ；棚 陥 凪 p．129．14− 15；　las　ni 　las

kyis　stofi　ho　ll；βα
）

，　p．225．7：karma　kamla項 ≦Unyam ；開 p．　l　l　82．b28 ：業 自空 ；大正 575：

om ．；大正 576，　p．949．b25 ：業是業空 ：大正 577，
　p．950．b1 ：業業性空．　 n ）8細，　BCP ：om ．；

大 正 575
， p．　948．c29 ：不 断 ；大正 576

，
　p．949．b27 ： 不断 ；大 正 577：0m ．　o ）鈎 ，　p．253．13：
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karrnanam？；BCP ；　om ．；大正 575 ：　om ．；大正 576
，
　p．949．b28 ：業 ［報コ ？ ；大正 577 ：0m ．　p）

大正 575，　p．949．alO ：
一切 匚凡夫］： 大正 576

， p．949．c5 ：法眼 ？ ；大正 577
， p，950．b14 ：諸

世 間 （sattva −？）．　 q）大正 575
，
　p．949．a15 ：非

…
所覚 ；大正 576

，
　p．949．cll ：我慢説 ；大正

577
， p，950．b19 ： 不能知，　 r）大正 575

，
　p．949．al8 ： ［大歓喜］；大正 576

， p．949．cl4 ： ［大歓

喜］；大正 577
， p．950．b22 ： 匚大歓喜］．　 s）大正 575

，
　p．949．a17 ；

一
切 ？ ；大正 576，

　p．

949．b13 ： 諸大 衆 ；大正 577
，
　p，950．b21 ：衆 ？．
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